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本書 は、 民俗 と して 把 握 され る交 易 、 お よび そ の展 開 の前 提 とな る前 近 代 的 な 形 の交 通 を、

西 日本 を フ ィー ル ドと して 検 討 し、 交 易 ・交 通 史 研 究 のな か へ 位 置 づ け る こ と を課 題 と して 、

執 筆 した。

序 章

1は 「課 題 と方 針」で 、本 書 の課 題 設 定 の経 緯 か ら説 き 起 こ し、三 つ の ポ イ ン トを提 示 す る 。

第 一 は交 易 の指 標 を 「海 魚 」 に限 定 す る こ と、 第 二 は 交 通 を 「物 の移 動 」 に関 わ る 部 分 を重 視

す る こ と、 第 三 は フ ィー ル ドを専 ら西 日本 とす る こ との 根 拠 につ いて で あ る。 次 に この 課 題 に

取 り組 む方 針 と して 、 田 中啓 爾 ・佐 々 木 銀 弥 の 仕 事 を踏 ま え、 伝 承 資 料 を主 た る デ ー タ ベ ー ス

とす る こ とを述 べ る。 これ は 、 交 易 ・交 通 史研 究 の 「公 式 化 しに く い部 分」 に光 を 当て る 作 業

とな る こ とを、 主張 す るの で あ る。

2は 「関連 研 究 」 で 、 筆 者 の思考 醸 成 が 、 学 界 の 如 何 な る積 み 重 ね の 延 長線 上 で な さ れ て い

る か を 示 す た め に、 設 定 した。(1)交 易 ・(2)交通 の 二 部 立 て と して 、 先 行 研 究 の 整 理 ・検 討 を

行 っ て い る。 そ の特 徴 は 、 紹 介 す る研 究 は 、 あ く まで 筆 者 に と って どの よ うな意 味 を持 つ か と

の 形 で取 り上げ て い る、 とい う こ とだ 。 これ に よ り、 本 書 の ご と き直 接 的 な 先行 研 究 が 乏 しい

分 野 に お け る、 研 究 史 整 理 の 一 法 を示 す の で あ る。

3は 「作 業 法 と構 成 」 だ が 、 作 業 法 の ポ イ ン トは 調 査 地 の選 定 お よ び 記 述 法 の 二 点 で あ る。

前 者 で は、 山村 ・漁 村 を主 た る対 象 地 と した が 、 これ は 農 村 に比 べ て 交 易 に依 存 す る 比 率 が 高

い こ とを、 根 拠 と して 挙 げ る。 後 者 で は 、 フ ィー ル ドか ら何 を学 び 、 そ こか ら ど う問題 意 識 を
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形 成 した の か を示 す た め の方 策 を述 べ る。 それ は、 各 章 ご とに、 第 一 節 で 収 集 した伝 承 の 全 容

を成 文 化 し、 第 二 節 で 自分 な りの検 討 を行 う、 と い う ものな ので あ る。

第一編 交易 の成 立と展 開

本編は最 も基礎 的な部分 として、 冒頭 に配置 した。

第一章 交易 の成 立(若 狭)

ある事柄 について はそ の始源か ら話 を始め るのが手順だが、交易 に限 らず 、民俗 は成 立事情

を把握す るのが難 しい。 しか し、歴史研究 のなかへ の位置づ けを目指すな ら、 この作業は何 ら

かの形 で行 われ なければな らない。幸 い、若狭湾岸で民俗資料 と文献史料 が符合 する例 が見出

されたため、 これ を事例 に、交易 の成立過程 を概観 した。

符合す るのは、民俗資料=サ トウ リ(魚 行商人)と 文献史料=・里責(『 今堀 日吉神社文書 』)

の両者である。 この事は、現今の民俗が 中世 にまで遡 りうる可能性 を想定させたのだが、 実は

かかる提唱 自体 は、春 田直紀 ・白水智 をは じめ とす る中世史研 究者 によ り、既 になされ ている

のである。 ただ、それ らは抽象論の域 に留 まるもので、前述の符合 にも言 及はされていない。

様相 の具体化 を試みた所以だが、注 目す るべきは、 中世史研 究者が描き出す 荘園 ・国衙 の設定

領域 と、筆者が調べ あげたサ トウリの縄張 りが、ほぼ一致す るという事実なのである。 これは、

縄張 りという今 に至 る伝承が、その源 において、 中世の支配 関係 と関わ りが有 ったのを予 想さ

せ る。縄張 り設定は行商活動の大前提であ るか ら、突 き詰めていけば、 この場合、庶 民交 易の

成立 には政治が深 く関わっていた とい うことになるのである。 その具体相 を知 りたい ところだ

が、今 回は、庶民が活動 を円滑に行 うため に求めた秩序の確 保 を、領主側 が支配 を前提 とする

保護 の基 に確保する、 とい うものであったのではなかろ うか、 との見通 しを、 先学 の研究 成果

に基づ き提示す るに留 まった。

第二章 活動の精神的構 図(国 東)

本章では、国東半島を事例 に、交 易活 動の精神 的構 図 に関わる問題 を検討 した。交 易が永続

性 をもって展開す るには経済面(ハ ー ド面)の 背景が重要だが、民俗 レベル においては、 精神

面(ソ フ ト面)も これ と表裏 一体 で注 目す る必要 があるか らに他 な らない。

ここの魚行商人は シガ と呼ばれ るが、寛文年間 の史料(『 博多津要録』)に 「志荷」 とい う記

載が見 出され ることか ら、 その時点 で既 に存在 した と考 えて良い もの と思われ る。桜 田勝徳 に

よれば、 シガは、豊臣秀吉の九州征 伐の際、抵抗 空 しく破れ た原 田信種 の娘照姫 を開祖だ とす

るとの伝 説 を有する とい う。伝説 の真偽 は ともか く、 重要なのは、彼 らが この話 を精神 的支え

と して活動 を継続 してきた とい う事 実だろ う。ハ ー ド面の遂行 には、 ソフ ト面が支柱 の役割 を

果たす ことが、 ここには示されて いるのである。

本書の課題 として述 べた とお り、交通 は交 易展 開の大 前提 であるが、国東 では、運搬 の具体

的在 り方(ハ ー ド面)の 決定 に、ソフ ト面が深 く関わ り合 って いた。魚 を海上輸送す る際、 「い

き」が重視 された土地柄 か ら、舟種 が積載量 よ り速度 を重視 して決定 されて いた のである。 ま

た、 シガの運搬用具に対す る態度 をヒン トとして 、西 日本では、 これ の選択が 「身分」 を意識

してな されて いたのではないか、 との考 え方 を提示 した。ハー ドとソフ トの関係 は、西 日本全

域 に通ず る事柄 として認識 され なければ な らないのである。
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第三章 行商 の交換法則(有 明海)

本章 は、有明海泉水海(島 原半島北西部)沿 岸 を事 例 に、交易 とい う行 為の基 幹原理 とも言

うべ き、行商 の交換法則について述 べた ものである。

作業 の前提 として、島原 半島の付 け根 を挟んで南側 に位置する橘 湾沿岸地域 の行 商活動 と比

較す る ことによ り、泉水海 沿岸地域 のそ れの位置 づけを行った。その結果、泉水海沿岸地域住

民 にとって、漁業および漁 獲物の販 売は、 生計 上さほ どウエイ トの重いもので はない ことが判

明 したのである。重要なのは、かか る所 にお いて さえ、 「行 商の性格」 というものはち ゃんと

持 ち伝えている とい うことだ。

持ち伝 えてい る要素で最 も重視す るべ きは 「得意 の確保」 で、行 商の交換法則 は これ を前提

として成立 して いる。そ の具体相 を、既知 の概念 である経済 的交換 および儀礼的交換 と比較す

る ことによ り、浮 き彫 りにす ることを試み た。七つ の指標 を設 けて検討 したが、交換 され るも

の ・互 酬性 ・法 の介入 の三者 は経済 的交換 の色彩 が強 く、人間 関係 ・社 会 関係 ・受 け取 る義

務 ・紐 帯の四者は儀礼 的交換 の色彩が濃 いと、両者 の中間をゆ くような性格 を有 して いる こと

が判明 したのであ る。よ って、行商 の交換 法則 は、 「両義 的(性)交 換」 と呼ぶべ き ことを提

唱 した。

第 四章 行動圏の問題(瀬 戸内海)

本章 は、瀬戸 内海芸備沿岸地方 を事例 に、行 商 の行動 圏の問題 を考察 した もので ある。芸備

沿岸地帯 は、学界では、家族が舟に起 居 しなが ら魚の捕獲 ・販売 を行 う 「家船」が多 く分布 し

た所 と して知 られて いる。ただ、魚 売 りの全てが家船 をベース とす るタイプであったわけでは

ないので、 ここではそれ以外の もの も含 めて検 討 を行 った。

具体 的な 問題 設定 は、 中国地方 におけ る瀬戸 内側 魚行商 人 の行 動圏は どれ ほ どの ものなの

か、 ということで ある。 これ には、 瀬戸 内側の魚 売 りは単 に沿岸部 のみで売 り歩いたわけでは

な い、限 られた所のみであったか もしれ ないが山間地帯 まで出掛ける者も存在 を した、しか し、

そ の行動圏は 日本海側の者に比べれば狭 かった、 との解答 を提示 した。そ の要 因 としては、 良

く言われ る瀬戸 内沿岸地帯の人 口密度 の高さ と共 に、大衆魚 とされる魚 が専 ら日本海側 で水 揚

げ され るのを加え るべき ことを、提案 したのである。 併せて、家船のメ ッカ とされる能地 の魚

行商人の活動は、従来定説 とされて きたもの とは異な り、販売は専 ら遠 隔地で行 って、地元 お

よび周辺部 には ほとん ど出向かないばか りか、 自らが消費する魚 は隣村 の二窓 の魚 売 りか ら購

入 して いた事実 も明 らかに した。更 には、 家船 をベース とする魚 売 りの類型化 を試 み、 また、

行商 の前提 とな る運搬 に関わ る問題 につ いて も検討 を行 って いる。締 め括 りとして、家船 を

ベース とす る魚売 りは、かつて瀬戸 内水軍 と何 らかの接触を保っていたので はないか との見方

を打ち出 して いるのである。

第二編 交易をめ ぐる重層性

交易は、基本的には経済的行為だが、現実 にはそ れだけに終始 する もので はない。モ ノの動

きに伴 って起 こる 人や文化 の動 きな ど、様 々な側 面 が意外 に大 きな意 味合 いを持つ ことが有

る。 「公式化 しに くい部分」 の研 究 を標榜す る本書 にとって、 かか る交易 をめ ぐる重 な り合 い

の部分 を照射す ることは必須 なので ある。
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第一章 文化交流基盤 としての交易路(四 万十川)

本章で は、文化交流の基 盤 としての道 を、 四万十川 中流域 一伊予間 を事例 に検 討 してみた。

本編 の導入 とす る主旨か ら、他章 のように一 ・二節 の区分 を設 けず、全体 を概観す る ことに主

眼を置 いたが、それ らのなかで特 に 目を引かれた のは次 の二点で ある。

一つは運搬用具 に関わる ことで
、伊 予土佐 国境地 帯の長距離 ・坂道 にお いては、男 は天秤棒、

女 は背負梯子 という、性別 による使 い分 けが有 ると見な され るのであ る。専 ら東 日本の事例 に

基づ き構築 された、既 成理論 一天秤棒 の使用は平坦部 を主 とす る一の枠組 みに当てはま らぬ実

態 は、 ここで初めて知 らされ たので あった。 良く言われ る東 日本 と西 日本の文化 的差 異が、 か

か る場面 にも存在するのを我 々に認識せ しめ るのであ る。

今一つは、 近世、 国境 に設 け られた番所が 「椿番 所」 と称 されていた ことである。従来椿 は

民俗学専攻者によ り信仰 的側面が、番所は交通史専攻者 によ り制度的側面が、 それぞ れ追求さ

れてきた。そ の二つが結びつ くとの事実は、筆者の ごとき立場 を取 る者には、 正にズシ リと響

くと言って良い。 これ はすなわち、番 所 を境界 とされる所に設けた うえ、折れば 神罰が下る と

言われる神聖 な椿 の木で垣 を造る ことによ り、通行 者 を威嚇す る との、支配者側 の政策 であっ

たのではなか ろ うか との、見通 しを提示 したのである。

第二章 伝説形成の基底(阿 波海部)

本章で は、伝説形成の前提 について、 阿波海部郡 の鯖大 師伝説 を事例 に分析 を試みた。 この

話は、 口承文 芸研究者 には注 目の対 象 とされているが、伝 説形成 の基底 的存在で ある魚売 り行

商については、 さほど話題 とされた ことが無い。彼 らの実態究 明を試 みた所以だが、海部郡 の

魚 売 り行商 にはイ タダキサ ンとカタギサ ンの二種が有 る。 よ り大 きな役割 を担 って いた のは後

者 と見な され るため、主に これを取 り上げ、検討 を行 った。

『徳 島県 史』 によ るな らば、カ タギサ ンは運搬業者 と行商 人の=:つ のタイ プに分 け られ る。

同書 は専 ら前者 に言及 している ことか ら、筆者 は後者 に絞 って作業 を行 った。そ の結果、 この

地方 の魚行商は、元来イタダキサ ンによって行われて いたが、やがて カタギサ ンも加わ るよ う

にな り、何時 しカ＼ よ り長距離運搬 に適す るカタギサ ンが優勢 にな った、 との流れ を想定す る

に至 る。行商 と してのカタギ サンが現れ た時期 は、徳 島藩が郷分 での店売 りを厳 し く制限す る

ようにな った、寛永年間ではないか と推定 をす るのである。

鯖大師伝説 に、交通史研究 のうえか ら注 目す るべ きは、柳 田国男が これ を中世的関所の要素

を持つ存在 と見な している ことだ。彼 は 「運上=神 へ の供物」だ とす るのだが、近年は桜 井英

治氏等 中世史研究者のなかか らも これ に相似た考 え方が示 され るようにな って いる。仮 にこの

伝説が 中世 に形成されたものだ とす るな らば、魚売 りはカタギサ ン以前の形態 ということにな

るのだが、 これ についても若干 の言及 を試みた。

第三章 儀礼 との関連(吉 野)

本章は、儀礼 と交 易の関わ り合 いを、吉野 を事例 に考 えてみた ものである。具体 的には夏祭

の御馳 走で ある柿 の葉鮨 に使 う鯖 の移 入 について検 討 を行 った。 吉野へ の魚 移入路 は紀 ノ川

筋 ・伊勢街道 ・東熊 野街道 と、主な ものだ けで も三通 りが ある。今回は、東熊野街道 を中心 に

据 えなが ら、考察を行 った。

儀礼 を執 り行 うためには必要物資 の確保が大前提 とな るが、柿 の葉鮨用の鯖の調達 について
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は、従来熊野産 と紀 ノ川筋か ら搬入 され たものの二 つが挙げ られている。 しか し、 両者 の分布

範 囲如何 といった具体的な事柄 にっいて は、 ほ とん ど検 討が されていない。作業 を試 みた所以

だが、 民俗 として確認され る分布 は、東熊 野街道 上の武 木 ・白屋間を境 として、北 が紀 ノ川筋

か らのもの、南は熊野鯖 と、 明確 に区分が なされ た。搬 入 を担った魚 売 りについて も興 味深 い

デー タが得 られたが、彼 らのなかで儀礼 と密接 に関わ るタイプは、魚 の山中へ の移入 の始源状

況 を示唆す ると考え られ、儀 礼 と絡 んだ交 易を研究す る ことの重要性 を示 して いるので ある。

魚売 りの運搬法は重要課題 だが、吉野地方 における長距離 ・坂道 の運搬形態は肩担 い運搬で

ある。ただ、吉野 に近い粉河 寺の縁起絵巻 によれば鎌倉 時代 は背負運搬で あ り、 当時か ら肩担

い運搬が普遍的であった とは思 えな い。 中世以降 に変換 があって、そ の時期 は、早 ければ応仁

の乱、遅ければ 織豊政権期頃で はな いか と推定 をす るのである。

第四章 古代 駅路 上における様相(因 幡)

本章では、古 代駅路 上に位置す る地域 を、 因幡 ・美作 国境地帯 を事例 として検討 した。モ ノ

の動き に伴って起 こる人の動 きの重要性 につ いて は前述 したが、 ここは、それが最 も顕著 に見

出 された所なのである。

調査は国境 の八つの峠 につ いて行 ったが、峠 を挟んだ所 どお しの交流が、①交易 のみ に留 ま

る所 と、②姻戚 関係 にまで発展す る所の、二つ にタイプが分 け られた。注 目したい のは②で、

ムラ と外 界が 「交 易」 を通 じて生 じた人的交流 の究明 の目安 とな る。外界 との接触の仕方は、

(1)外部者が持 ち込 んで来 る場合 と、(2)ム ラ人が 出掛 けて持 ち帰 って来 る場合 の二種が考え られ

るが、(2)を検 討する際重要項 目とな るのが②な ので ある。(2)は①で も行われ るが、交易 に従 う

のは成 人者に限定され る。一方、②の場合は、婚姻 の結果 と して生 まれ る子供 も、 これ を行 う

機 会が得 られ る こととな る。彼 らは、居 住地以外の世界 に接す るチ ャンス を、生まれなが らに

獲 得 していた。 すなわ ち、かか る類の 「情報量」 につ いて は、ム ラ相互間で アンバ ランスが生

じる ことが浮 き彫 りにされた のであ る。

交易そ のもので 目に付いた のは、前章で指摘 した 「古 いタイプ の魚屋」に関わる ことである。

これ は、 よ り具体 的には、海岸部か ら売 りに来るのではな く、必要 とする時 に山間部の者が求

めに行 くとの形 を取 る。従事者は、機動性が 日常生活 と密着 した者が 良いわけだが、 ここにお

いては、木地屋 がそ の任 に当たっていた可能性が見出 された のであ る。

第 三編 交易 と運搬業者

本編 は、交 易を担 う輸送機関 を取 り上げた ものであ る。交易 の前提 とな る交通につ いては、

必 要に応 じて第 一 ・二編で も取 り上げてい るが、 ここには、交通史研究への提言 を含む、純度

の高い内容 のものを配置 した。

第一章 人 力運搬(志 摩)

本章は南志摩 か ら宇治 山田への魚輸送に着 目した ものだが、人力運搬業者の呼称は古語 を継

承 した もので あ り、伊勢神宮へ の賛の供給地 に相 応 しい由来 の古 さを匂わせて いる。 人力運

搬 業者 はカチニ と呼ばれ るが、 これはかつて手掛けた 中部 山岳地帯のポ ッカよ り古い呼称の残

存 として注 目される。ポ ッカ との比較 によ り検討 を試みたが、相違点 の第一は、 ポ ッカがハ レ

のものであるのに対 し、カチニはケの ものであ る、 とい うことだ。第二は運搬 形態で、 ポ ッカ
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は背負運搬 によ るの に対 し、 カチニは肩 担い運搬 による、 ということである。 次 に共通 項は、

人力 というごく原初的な運搬法が、 近代 化への過程 のなかで車両へ取 って替わ られ るの に、両

者 ともかな り長 い時間を要 した という ことだ。これ には、明治が、「人力はきつ くて能率が悪 い、

車両 な ら楽 で能率が 良い。」 とい った合理 的な考 え方 と、感覚 的に馴 染んだ伝統的な もの との

間で の:葛藤が、特 に庶民 レベルにお いて厳 しく引き起 こされた時代で あったか らではなかろ う

か、 との推定 を提示する。 前述 したハー ドの決定 にはソフ トが 関与す ることの事例 と言えよ う

が、 と りわけ交通史専攻者 に対 して再度 の確認 を促 した。最後 にカチニ独 自の こととしては、

海岸部周辺での活動 を基本 として いたた め、舟 との相互補完 の場面が まま見 られた、 とい うこ

とが認め られる のである。

第二章 畜力運搬(日 向椎葉)

本章は、 日向椎葉の馬背 輸送 につ いて検討 した もので、西 日本 にお いては、 この種の研 究が

少な いのを埋め ることを 目的 として いる。

椎葉は、柳 田国男が遠野 と共 に 日本 民俗学 の出発点 と位置づ けた所 として知 られ るが、 山村

という地形条件上換銀作物 生産が主 とされ、交 易は必須 の生活行為 となっていた。 前近代的交

通体系下 においては、 主な交 易路 は神 門口 ・馬見原 口 ・球磨 口の三つ あ り、 ダチ ンッケ と呼ば

れ る馬背輸送業者 によって物資 の搬 出入が行われて いたので ある。交易活動 に畜力が導入 され

た時期 を確定す ることは出来ないが、遅 くとも近世 中期、早 ければ近世初期 まで遡れるのでは

なか ろうか との、見通 しを提示 した。

ダチ ンツケを交通 史研究 のなか にどう位置づ けるか は重要課題だが、従来畜力輸送機 関の研

究は、河川舟運の恩恵を受 けに くい ことか らこれが大規模 に発達 した、 中部 ・東 日本の事例 を

素材 に行われる ことが多か った。 た とえば宿駅衰退 の重要 素 とな った との 「理論形成」 も、 専

らこれ らの研 究 に依拠 して構築 されて きたので ある。 と ころが、今回ダチ ンツケの実態究 明を

試みた ところ、それは既成理論 の枠組み には納 ま らな いもので あった。既 知の畜力輸送機 関は

中間搾取 を伴 う商品流通 の担 い手 として の レベル に達 して いるが、ダチ ンツケは単純 な交易の

担 い手 としての レベルに終始 して いたと見 なされ るので ある。ダチ ンツケ をは じめ とする西 日

本 の畜力輸送機関を、 単純 に東 日本 のそれ と同列 に把握 して 良いか との提言 を行 った。

第三章 水運の補 完 としての陸上運搬(周 防)

本章は、前近代的交通 の基幹 とされた水運 と陸上輸送機関 の関係 を、周防山代地方(錦 川 上

流域)を 事例 に検 討 したもので ある。

山代地方 を走 る三本の主 要路 のうち萩街道 と芸石往来 の二本 にっ いて調査 を行 ったが、 前者

が錦川 と交錯す る地点(出 合)は 、錦川で大正 中期頃 まで舟運が行われていた ことか ら、水 陸

交通の結節点 となっていた。河 口の岩国か ら舟が遡れ るのは出合 までで、 ここで物資 の積み 替

えが行われたのである。錦 川舟運はカバーす るエ リアが広 く、た とえば、海 に恵まれ ない津和

野 藩は、天 明元(1781)年 以 降、岩 国を主要産 品 の紙 の移 出港 として利用 して いた。分 水嶺

(国境)の 向 こう側の、そ れ も領主が関わ る大規模な輸送 まで担 って いた との史実は、錦 川舟

運お よび結節点 としての出合 の持 つ意味 の大 きさを端 的に物語 る、 と言えるだろ う。

重要なのは、かかる所 においてす ら、補完 的存在 として の陸上輸送が存在 した、 という こと

で ある。馬背お よび人力の両者が確認 され たが、前者 で注 目された のは、 これがコニダ と呼ば
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れ ていた ことで、 中世軍需物資の運搬 に従 った 「小荷駄 」 に通ず るもの と思われる。後 者で 目

を引かれ たのは、西 日本であ りなが ら天秤棒 の使用 率が低 く、む しろ背負運搬が主 とされて い

た ことだ。急坂が多い地形条件に加 え、積雪量 が多いのが、 かかる事態を もた らした と考え ら

れ るので ある。

結 語

本書 の纏 め として、 「公式化 しに くい部分 に光 を当て る」 とい う今 回の作業が、交 易 ・交通

史研 究のなかへ どのよ うに位置づ け られ るのか、検討 を試 みた。

強 く認識するべきは、西 日本各地 にお いて、交 易の前提 となる前近代的 な形 の交通が、 予想

外 に新 しい時代まで行 われて いた という史実で ある。 この ことは、 明治 という時代 の様相 を見

極 める必要を痛感せ しめるが、従来 は近代的輸送体系 の進展 の側面 に研究者 の関心が集 中 し、

前近代 的輸送機 関 と近代的輸送機関が混在す る 「実態」 には、 さほど注意が払われて こなか っ

た。 しか し、古代的 な人力運搬か ら最新の蒸気機関車 までが混在 して いた実態は、是非 とも解

明されな ければ な らない。 これ を押 し進 めるため、明治期 の様相 を表す用語 として、 「錯綜 の

時代」 を設定す ることを提案 した。更 には、公式化 しに くい部分 というものは、単 に公式化可

能な部分 の補 いとして在 るのではな く、 前近代的交通体系か ら近現代的交通体系への変換 とい

う大 問題 のメカニズム を解 明する際、構造 の複雑 さを浮 き彫 りにす る存在 として位 置づけ られ

ることを、指摘す るのである。

この試考か ら学び得た 自分 な りの歴史把握 のポイ ン トは、発展 と退潮 の並 走を念頭 に置 くこ

とと、通時代的な思考回路を持 つ ことの、二点 である。 前者 については、歴史学 は発 展に、 民

俗学は退潮 に焦点 を合わせ て研究 を行 う傾 向が見 られるのに対 し、共 に両者を見据 えるべき こ

とを指摘 した。後者は、 日本 の歴史学界で はあま り賛 同を得ていないようだが、 た とえば 本書

は 中世か ら説き起 こして最後 は近現代 に話が及 んでいる。 その結果、交通体 系の改変 とい う大

問題への言及が出来たのであって、かか る視点 を導入す る ことの有効性 を主張す るので ある。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、 民俗 として把握 され る交易、お よびそ の展 開の前提 とな る前近代的な形態 の交通

を、 西 日本をフィール ドに伝承資料 によ って検討 し、交 易 ・交通史研究 のなか に位置づ けるこ

とを試みた ものである。序章 と本論3編11章 、お よび結語か ら構成 され る。

序 章では、1「課題 と方針」、2「関連研究」、3「作業法 と構成」 について述べる。1で まず3つ

のポイ ン トを提示 して いる。第一は交易の指標 を 「海魚」 に限定す ること。 これは、海岸部対

内陸部 の庶 民生活 に関わ る交易では魚は塩 に次 ぐ重要品で あった にもかかわ らず、 塩 に比べて

魚 の研究 は放置 されて きたか らであ る。 第二は交通 につ いては 「物の移動」 に関わる部分 を重

視す る こと、第三 はフィール ドを東 日本 に比べ研 究の手薄な西 日本 に設定する こと、である。

以 上のよ うに研究対象 を限定 した うえで、伝 承資料 を用 いて交易 ・交通史の研究 をする意義を、

文献史料 を用 いたそれが公式化 を課題 としてい るの に対 し、公式化の しにくい部分 を明 らかに

す る ことに求め る。2で は交 易 と交通 に関す る民俗 学 と歴史学 の先行研究 の整理 ・検討 を行 っ

て いる。3で は調査地 と記述法 につ いて述べ る。前者 では、山村 と漁村 を主 たる対象 と した根
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拠 として、農村 に比 べ交 易に依存す る比率が高 く、質 ・量 ともによ りよい伝承資料が得 られ る

ことを挙げる。後者 では、各章 ごとにまず収集 した伝承の全容 を成文化 した うえで考察す ると

いう記述法 を とった理 由を、 フィール ドか ら何 を学び、 どのよ うな問題意識 を形成 したか を示

す ため、 とす る。

第1編 「交 易の成立 と展開」 には、本研 究全体 の基礎 をなす論文 を配す る。

第1章 「交 易の成立(若 狭)」 では、古代か ら漁 業 を生業 としていた若狭 を対象 に して、魚

行商 の歴史的成立過程 を考察す る。 聞き取 り調査 で得 られ た伝承 のうち、近郷農村 に魚 の行商

に出か ける 「サ トウリ」 に着 目し、 その民俗語彙 を文献史料 に探 るとともに、東若狭 圏 という

政治的統合=文 化的統合のなされた時期 を歴 史学研究 の成果 を参照 して確定する ことによ り、

この民俗 は12世 紀末 には存在 していた と結論 づける。 本論文 は民俗 を歴史研究に位 置づける方

法論 を提示 した ものである。

第2章 「活動 の精神 的構 図(国 東)」 は、国東半 島を事例 に、魚行商 の職業 的系譜意識が交

易 の永続性の支え となっていた ことを論証 しよ うとしたもので、交易民俗が永続性 をもって展

開す るため には経済面の背景のみな らず、精神 面も大 きな役割 を果た していたはず との問題意

識 に立つ。

第3章 「行 商 の交換法則(有 明海)」 は、有 明海 を事例 に魚行 商 の交換法則 を検 討する こと

を課題 とす る。得 意の存在 を前提 とす る交換形 態は、経済 的交換(市 場交 換)と 儀礼 的交 換

(贈 与交換)の 中間的性格 を有す る とし、 これ を 「両義的(性)交 換」 と呼ぶべ き ことを提唱

している。

第4章 「行 動圏の 問題(瀬 戸 内海)」 は、瀬戸 内芸備地方 を事例 に、 日本海側 と比較 しなが

ら行 商の行動 圏の問題 を考察 した もので、そ の広狭は、人 口密度の高低のみな らず、扱 う魚が

大衆魚か否か によって も規定 され ることを指摘す る。

第2編 「交 易をめ ぐる重層性」では、経済的行為たる ことを基本 とする交 易に伴 って起 こる

人や文化 の動 きに着 目し、交易 をめ ぐる重な り合 いの部分 を照射す る。

第1章 「文化交流基盤 としての交易路(四 万十川)」 は、四万十川中流域一伊予間 を事例 に、

文化 交流基盤 として の道 を検討 した ものであ るが、運搬用具 と国境 の番所 につ いて も新たな知

見 を提示 して いる。

第2章 「伝説形 成の基底(阿 波海部)」 で は、 口承文芸研究者 に注 目されて きた 阿波海部郡

の鯖大 師伝説 を事例 に、伝 説形成の基底的存在である魚 売 り行 商の実 態究 明を試み る。

第3章 「儀礼 との関連(吉 野)」 では、夏祭 の御馳 走 と して柿 の葉鮨 を作 る吉野 を事例 に、

そ の儀礼 を成立 させ る鯖搬入 のルー トと担 い手の魚 売 りを検 討 し、儀礼 と交易 との関わり合 い

というテーマ にアプ ローチ している。

第4章 「古代駅 路上 にお ける様 相(因 幡)」 では、古代駅路 上 に位置す る地域 を、 因幡 ・美

作国境地帯 を事例 に検 討 し、 モ ノの動 きに伴って引き起 こされ る人的交流が最 も顕著 にみ られ

るとし、その理 由を古代駅路 設定 の合理性 に求 める。論 者は、 峠を挟 んだ地域間の交流 が、①

交易 のみ に留 まる所 と、②姻戚 関係 にまで 発展す る所、 の2つ のタイ プに分 けられ ることを見

出だ し、②が交易 を通 して生 じたム ラと外 界の人的交流 を究 明す るうえで 目安 とな るとし、そ

の有無がム ラに もた らされ る情報量 にアンバ ランスを生 じさせ る ことを指摘する。

第3編 「交易 と運搬業者」 では、交 易を担 う輸送機 関を取 り上げて検討 し、交通史研究へ の

提言 を行 っている。
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第1章 「人力運搬(志 摩)」 では、南志摩か ら宇治 山田への魚運搬業者 を検 討 し、人 力運搬

業者 の呼称が 「ポ ッカ」よ り古い 「カチニ」である ところ に、伊勢神宮への賛供給 地にふさわ

しい由来 の古 さが うかがわれる、 とす る。

第2章 「畜 力運 搬(日 向椎 葉)」 は 日向椎葉 の馬背輸 送につ いて検討 した もので、西 日本 で

は この種 の研究が少な いのを埋める ことを 目的 とする。 この地域の 「ダチ ンヅケ」 は単純 な交

易の担 い手で あ り、商品流通 の担 い手の レベル に達 していた 中部 ・東 日本の畜 力輸 送機 関 と同

列 には把握で きな い ことを指摘 して いる。

第3章 「水運 の補完 としての陸 上運搬(周 防)」 で は、前近代 的交通 の基幹 とされた水運 と

陸上輸送械関 との関係 を、周 防山代地方(錦 川流域)を 事例 に検 討す る。

「結語」で は、公 式化 の しに くい部分 に光 を 当て る ことを目的 と した本研 究 を、交易 ・交通

史研究 のなか に位置づける ことを試 みる。論者 は、西 日本各地において交 易の前提 とな る前近

代的 な形 の交通が予想外に新 しい時代 まで行われ ていた事実に着 目し、前近代的交通体系か ら

近代的交通体系への転換のメカニ ズム を解 明す る際、公 式化 しに くい部分 をも組み込んで構造

の複雑 さを把握すべき こと、 また発展 と退潮 の並走 を念頭 に置 いて歴史 を把握すべ きこと、 を

提言す る。

以上 のように、本研究 は、文献史料 を用 いた交 易 ・交通史研究で は把握 されなか った、庶民

生活 に関わる交易 とその前提 とな る交通 の実態 を、西 日本各地 での聞 き取 り調査 によって得 ら

れた伝 承資料によ り明 らか にし、前近代的交通体系か ら近代 的交通体系へ の転換の と らえ方、

ひ いては歴史全体の とらえ方 に提言 を行 ったもので ある。 また、 民俗学 の視角 と方法論 につ い

て も、①柳 田国男以来の民俗学が 日本全体 を同一 の文化 圏 とみな し、常 に 日本全国 を見通す こ

とを目標 に立論 してきたのに対 し、東 日本 と西 日本 の文化 的相違 を重視すべ きこと、②祖型 を

探求する姿勢に対 し、変化 の側面 にも意 を払 うべ きこと、③ 民俗 を単純 に素朴な形態 と評価 す

るのではな く、 政治 との関係 にも留意すべ き こと、な ど幾多 の提言 をして いる。

本論文で提示された豊富なデー タと、そ の分析 を踏 まえた提言 は、歴史学 ・民俗学双方 の新

たな発展 に寄 与する ところ大 なるものが ある、 と評価で きる。

よって、 本論 文の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格を有する もの と

認め られ る。
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